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開館時間（共通）9：00 ～ 17：30
問 中央図書館　☎ 0558-76-5566
問 韮山図書館　☎ 055-949-8605
URL　http://www.izunokuni.library-town.com/

ピックアップ

新着本コーナーから

　長岡図書館の返却ポストは引き続きご利用
いただけます。
　ただし、返却処理に数日かかることがあり
ます。返却処理が終わらないと貸し出し冊数
が制限されますので、中央・韮山図書館を利
用する予定がある場合は直接各館カウンター
へお返しください。

お知らせ

 5月のおはなし会
中央図書館　12 日（土）11：00 ～
韮山図書館　12 日（土）14：00 ～
　　　　　　26 日（土）14：00 ～
大仁くぬぎ会館こども広場
　　　　　　10 日（木）11：00 ～

5 月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

中央休館日　 韮山休館日
両館休館日　 おはなし会

　工業統計調査は、工業の実態を明らかにすることを目的とした統計調査
です。調査対象の事業所には、統計法に基づく報告義務があります。調査
結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
　調査は、6月 1日時点で実施します。対象の事業所には、５月中旬頃か
ら調査員が伺いますので、調査へのご協力をお願いします。

平成 30年度　工業統計調査を実施します
製造業を営む事業所が対象です

問 市役所総務課　☎ 055-948-1411

いずのくに石の文化史（その 1）

文化財通信
その155

問 市役所文化財課
☎ 055-948-1428

江
戸
時
代
か
ら
、
伊
豆
は
石
材
の
産

地
で
し
た
。
産
出
す
る
石
材
は「
伊

豆
石
」
と
呼
ば
れ
、
伊
豆
の
国
市
内
で

も
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
、
墓
石
や
建
築
材
料
と
し
て
、
盛
ん

に
江
戸
・
東
京
に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
伊
豆
石
」
と
い
っ
て
も
、
火
山
の
マ

グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ
た
硬
い
安
山
岩
系
の

も
の
と
、
海
底
に
堆
積
し
た
土
砂
が
長
い

年
月
を
経
て
固
ま
っ
た
凝

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
系
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

安
山
岩
系
の
石
材
は
、江
戸
時
代
に
は
、

江
戸
城
の
石
垣
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
伊

豆
半
島
の
海
岸
沿
い
で
大
規
模
な
採
掘
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
有
名
な
も

の
と
し
て
、
神
島
の
小
室
地
区
で
産
出
す

る
「
六ろ

っ

方ぽ
う

石せ
き

」
が
あ
り
ま
す
。
六
方
石
は
、

マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
る
過
程
で
六
角
柱

状
に
節せ

つ
り理

（
割
れ
）
が
入
り
、
加
工
を

し
な
く
て
も
六
角
柱
の
状
態
で
産
出
す

る
も
の
で
、
庭
石
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
三
福
の
仲な

か

道み
ち

Ａ
遺
跡
の
縄
文
時

代
中
期
（
約
６
千
年
前
）
の
竪た

て

穴あ
な

住
居
の

炉
を
囲
む
石
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
古

く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
六

方
石
は
、
今
で
も
神
島
の
白
鳥
山

の
採
石
場
で
産
出
し
、
現
地
で
柱

状
節
理
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

凝
灰
岩
系
の
石
材
は
、
や
わ
ら

か
く
加
工
が
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、
石
倉
な
ど
の
建
築
資
材
に
多

く
使
わ
れ
ま
し
た
。
横
根
沢
石（
北

江
間
）、
戸
沢
石
（
戸
沢
）、
円
成

寺
石
（
寺
家
）
な
ど
、
産
出
す
る
地
域
の

名
前
を
冠
し
た
石
材
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
旧
川
西
村
に
は
石
切
場
が
12

カ
所
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
明
治
、
大
正
期

に
は
市
内
の
一
大
産
業
で
し
た
。
し
か

し
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
レ
ン
ガ
造
り
や

石
造
り
の
建
造
物
の
被
害
が
大
き
か
っ
た

た
め
、
建
築
資
材
と
し
て
石
の
利
用
が
見

直
さ
れ
、衰
退
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

採
掘
を
行
っ
て
い
た
石
切
り
場
は
、
湯
谷

神
社
（
古
奈
）
の
境
内
な
ど
市
内
に
多
く

残
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
採
掘
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
不
定
期
で
す
が
、
伊
豆
の
国
市

の
歴
史
と
石
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

湯谷神社石切り場

白鳥山採石場（六方石）

仲道Ａ遺跡（三福）竪
たてあなじゅうきょろいし

穴住居炉石


